
業
施
設
論

に
引
用

ぜ
ら

れ
た
る

マ
ガ
婆
羅
門

に
つ

い
て

春

日

井

眞

也

ア
シ
ョ
ヵ
王
や
ヵ

ニ
シ
カ
王

の
時
代

の
前
後
を
中
心
と
し
た
考
古

學
的
資
料

に
よ
れ
ば
、

イ
ラ

ソ
的
な
政
治

と
文
化

の
影
響
を
認
め
る
事
が
出
來
る
。
西
紀

第
七
世
紀

の
前
牛

に
於
け
る
西
北

イ

ソ
ド

の
肚
會
的

現
實

を

目
堵

し

た

玄
装

は
、

大
唐

西
域
記

の
迦
畢
試
國
や
波
刺
斯
國

の
條
に
於
て
婚
姻
薙
齪
を
傳

へ
て

ゐ
る
。
玄
炎

の
行
族
に
於
て
は
波
刺
斯
國
は
路
次

の
う
ち
に
入

つ
て
居
な

い
か

ら
輩
に
傳
聞
を
記
し
た
に
止
ま
る
の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、

そ
の
條

に
於

て
婚

(
1
)

姻
難
齪
の
次
に
死
多
棄
レ屍
と
述
べ
、
そ
の
後
に
、
「天
祠
甚
多
。
提
那
蹟
外
道

(
2
)

之

徒
爲
所
レ
宗
也
」
と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
は

ア
ヴ

ェ
ス

タ
輕

v
e
n
d
i
d
a
d
(
6

4
4
-
45)

に
読
く
と

こ
ろ
を
も
併

せ
考

へ
る
と
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教

の
風
習
が
行

は
れ
た
事
を
意
味
す
る
も

の
で
あ

る
。

し
か
も

こ
の
地
方
に
於
て
第

七
世
紀
頃

に
は
佛
教

の
部
派

の
う

ち
読

一
切
有
部
が
行
は
れ

て
ゐ
た
事

が
傳

へ
ら
れ
て
ゐ

る
。

か
か
る
事
情

の
下
に
、
読

一
切
有
部
系

の
文
獄

の
う
ち
に
追
求
す

る
事

の

出
來
る

イ
ラ

ソ
的

文
化
と
の
交
渉

の
あ
と
を
見
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

一
(
3
)

世

の
英

圭
カ

エ
シ
ヵ
王
が
四
隣
を
光
被
し
た
榮
華

の
あ

と
は
、
玄
築

の
時

代

に
於
て
、
既

に
室
荒

に
露
し
無
著

・
世
親

・
法
救

・
脇
な
ど

の
諸
大
徳
の
縁

故

の
伽
藍
す
ら
も
擢
残
荒
慶

の
状

で
あ

つ
た
事
を
傳

へ
て
ゐ
る
。

そ

こ
は
政
治

的

に
は
迦
畢
試
國
に
役

屡
し
て
居

つ
た
。
玄
漢
は
迦
畢
試
國

の
條

で
は
婚
姻
難

齪
を
語
る
に
も

拘
ら
ず

ヤ
こ
こ
ガ

ン
ダ

ー
ラ
で
は
そ
の
事
を
記
し

て
ゐ
な

い
。

し
か
し
迦
畢

試
國

の
と
こ
ろ
で
行
は
れ
て
ゐ
た
天
祠
籔
十
所
。

異
道
千
鹸

人
と

い
ふ
藪

量
は
、

こ
こ
で
は
天
祠
百
籔
。

異
道
雑
居
と

云
ふ
具
合

に
そ

の
程
度
を

増
加
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、

こ
れ
は
波
刺
斯
國

の
條

に
述

べ
ら
れ
る
天

祠
甚

多
に
至
る
ま
で
を
含

め
て
、
濃
淡

の
差

は
あ

つ
て
も
、

こ
の
附
近

一
幣
に

亘
つ
て
、

同
様
に
婚
姻
難
翻

と
い
ふ
習
俗
が
存

在
し
て
ゐ
た
も

の
と
考

へ
て
差

支

へ
な

い
様
で
あ
る
。

か
く

の
如
く
し
て
西
紀
第

六

・
七
世
紀
頃
西
北

イ

ソ
ド

地
方
に
廣

く
行
は
れ
て
ゐ
た
と
考

へ
ら
れ
る

「婚
姻

雑
気

」
と

い
ふ
四
字

の
傳

へ
る
風
習
は
、

少
く
と
も

印
度
法
で
な

い
結
婚
法
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す

る
。

印
度
法
に
於

て
は

マ
ヌ
法
典

(
三

三

一-

三
二
)
に
於
て
も
ヤ

ー
ヂ

ュ
ニ

ャ
ザ
ル
キ
ヤ
法
典

(
一
・
五
六
ー

五
七
)
に
於
て
も
種

姓
に
準

じ
て
、
婆
羅
門

族

・
刹
帝
利
族

・
吠
舎
族
は
順
次

に
同
姓

の
外
に
三
人

・
二
人
。

一
人

の
下
姓

の
妻
を
嬰
る

こ
と
が
出
來
る
と
し
、
首
陀
羅
生

の
者

に
は
自
姓

の
者

の
み
が
妻

た
り
得

る
と
云
ふ
意
味

の
規
定
を
爲
し

て
ゐ
る
。

し

か
し
事
實
は

か
か
る
簡
輩

な
枠
で
は
規
定
出
來
な

か
つ
た
檬
で
あ

つ
て
、
四
姓

の
階
級

の
身

分
關
係
か
ら
、

マ
ヌ
法
典

(
一
○

・
六

四

一
)
で
は
五
十
饒
種

の
種
姓

を
列

墨
し
て
ゐ
る
と

こ
ろ
か
ら
見

て
、
著
し

い
複
雑
性
を
も

つ
た
杜
會
構
成

を
示
し
て
ゐ
る
。

け
れ

ど
も
玄
装

は
か
か
る
印
度
吐
會
に
於
て
見

ら
れ
る
複
難

な
種
姓

の
コ
ソ
ビ
ネ
ー

シ

ョ
ソ
を
婚
姻
難

齪
と
云

つ
て
ゐ
る

の
で
は
な

い
。

こ
の
意
味

で
云

へ
ば

シ
ナ

肚
會

に
於

て
生
育
し
て
ゐ
た
玄
漢
は

イ
ン
ド
肚
會
に
樹
す
る
深

い
理
解
を
も

つ

業
施
設
論
に
引
用
せ
ら
れ
た
る

マ
ガ
婆

羅
門

に
つ

い
て
 
(
春
日
井
)
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業
施

設
論

に
引
用
せ
ら
れ
た

る

マ
ガ
婆

羅
門

に
つ
い
て
 
(春

日
井
)

て
ゐ
た
と
云
ふ
事
が
出
來
る
様

で
あ
る
。

玄
装

の
語

る

「
婚
姻
難
齪
」
は
魏
書

に
引
く

「
多
以
二
姉
妹

一爲
二妻
妾
↓
自
鹸
難
婚
、

亦
不
レ
撰
二
奪
卑

こ

と

い
ふ
如

き
記
事

の
傳

へ
る
事
實

を
指
す
も

の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
倶
舎
論
業
品
に
引
く

(
4
)

(
5
)

と

こ
ろ

の
讃
下
於
二
母
等

一行
申
非
梵
行
上
(玄
曇
謬
)
或

は
婆
二
母
等

一事
(眞
諦
課
)

と

云
ふ
様
な
婚
姻
型
式
を

云
ふ
も

の
で
あ

つ
て
、

こ
れ
は
正
に
古
代

ペ
ル
シ
ヤ

に
於

て
明

ら
か
に
實

行
せ
ら
れ
ゾ

ロ
ア

ス
タ
ー
教

の
中
に
葡
漢
せ
ら
れ
て
ゐ
る

近
親
結
婚
法

(
e
n
d
o
g
a
m

y
)

の

一
種

で
、
同
族
間

の
結
婚
を
意

味
す
る

ア
ヴ

ェ
ス
タ
の

K
h
a
v
a
e
t
v
a
d
a
t
h
a

或
は

パ
フ
ラ
ビ

ー
の

K
h
a
v
e
t
o
k
d
a

t
に
外

な
ら
な

い
。
か
か
る
イ

ラ
ソ
的
な
文

化
の
形
相
に

つ
い
て
は
玄
漢

は
何

等
の
理

解

を
も
持

つ
て
ゐ
な

か

つ
た
と
言

つ
て
良

い
様
で
あ

る
。

か
か
る
宗
教
的
風
習

(
6
)

は
現
代

の
ペ
ル
シ
ア
で
は
忘

れ
ら
れ

て
認
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
が
所
謂

マ
ギ

の
宗
教
者

の
圭
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

玄
異

の
後
、

西
紀
第

十
四
世
紀
頃

の

ラ

τ
ジ

ャ
タ
ラ
ソ
ギ

ニ
ー

(R
a
j
a
t
a
r
a
n
g
i
n
i

)

に
よ
れ
ば
、

か
か
る
宗
教
的

風
習
の
諸
相

が
、
ガ

ン
ダ

ー
ラ
婆
羅
門

(
G
a
n
d
h
a
r
a
b
r
a
h
m
a
n
a

h
)
の
風
習
と

し

て
固

定
的
な
表
現
を
も

つ
て
指
摘

せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

二

イ
ン
ド
肚
會
の
現
實

に
於
て
、
読

一
切
右

部
系
教

學
と
接
鯛
し
て
存
在
し
た

ペ

ル
シ
ア
的
宗
教
者

の
記
録

は
、
當
然
そ

の
教
系

の
文
献
中
に
記
述
せ
ら
れ
て

(
8
)

ゐ
る
筈
で
あ
る
。
倶
舎
論
業
品
に
見
え
る
記
述
は
世
親
V
a
s
u
b
a
n
d
h
u

の
所

有
し
て
ゐ
た
傳
承
資
料
及
び
見
解
を
示
す
も
の
と
す
る
之
き
、
そ
の
年
代
を
大

膿
四
世
紀
と
見
れ
ば
大
過
な
き
時
代
の
も
の
な
る
。
読

一
切
有
部
系
文
献
の
う

ち
で
は
更
に
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
大
毘
婆
沙
論
の
中
に
、
同
様
な
も
の
を

見
出
す
事
が
出
來
る
。

(
9
)

「
婆
羅
門
は
是

の
如
き
見

を
起

し
、
是

の
如
き
論
を
立

つ
。
諸

釜
の
婆
羅

門
は
底

に
四
婦

を
蓄

ふ
べ
く
刹
帝
利
は

三
、
吠
舎
は
底

に
二
な
る
べ
く
、

戊
蓬
羅
は

一
な
る
べ
し
。
婆
羅
門
等

は
籔
若

し
未

だ
満

た
ざ
れ
ば
、

他
の

妻
室
を
婬
す
る
も

亦
罪
あ
る

こ
と
無
し
、

然
も
彼

れ
婬
す
る
時
、

他
に
属

す
る

の
想
を
起
す
な
り
」

と

こ
の
記
事
は
印
度
法
に
於
け
る
婚
姻
規
定
な

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
引
績

い
て

「
又
、
此

の
西
方
に
蔑
戻
車

(
m
l
e
c
c
h
a

)
有
り
、
名
け

て
目
迦

(
M
o
gh
)

と
日
ひ
、
是

の
如
き
見
を
起
し
是

の
如
き
論
を
立

つ
。
母

・
女

・
姉

・
妹

及
び

見
の
妻
等
。

彼

(等
)
に
於
て
欲

を
行
ず
る
も
悉
く
罪
あ

る
こ
と
無

し
。
所
以
は
何
ん
。

一
切
の
女
色
は
皆
熟

せ
る
果
、

己
に
辮
ぜ

る
飲
食

・

道

路

・
橋

・
船

・
階
梯

・
臼
等
が
法
爾
に
有
情

の
共
に
受
用
す
る
所
な

る

が
如
き
を
も

つ
て
、
是

の
故

に
彼

於
て
欲
を
行
ず
る
も
罪
無
し
」

と
記

し
て
ゐ
る
。
大
毘
婆
沙
論
の
編
纂
が
、

恐
ら
く
西
紀

一
〇
〇

一
五
〇

年

頃

王
位
に
あ

つ
た
貴
霜
王
朝

の
カ

ニ
シ
カ
王

の
保
護

の
下
に
、

カ

シ

ユ

ー
ラ

國
内
で
行
は
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戴
に

こ
の
編
纂
を
も

つ
て
完
成
す
る

小
乗

佛
教

の
内
部

に
保
存

せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
問
題
が
見
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。

カ

ニ
シ
カ
王
は

イ
ソ
ド

の
神
像

・
ペ
ル
シ
ヤ

の
神
像

・
ギ
リ

シ
ヤ
の
神
像
を

貨
幣

の
上
に
窩

し
て
、

そ
の
版
圖

の
中

で
行
は
れ
た
各
種

の
文
化
を
撮
取
す

る

敏
感

さ
を
示
し
て
ゐ
る
。
佛
教

の
上
に
彼

の
幾
多

の
功
績
が
語
ら
れ
る
に
も
拘

ら
ず
貨
幣

の
上
に
佛
陀

の
圖
は
唯

一
個

の
見
本
し
か
獲
見
せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
。

(
10

)

け
れ
ど
も
カ

ニ
シ
カ
大
塔

の
下
か
ら
獲
見
せ
ら
れ
た
佛
骨
籠

の
カ

ロ
ー
シ

ユ
テ

イ
文
字

の
銘
文
は
カ

ニ
シ
カ
王
と
読

一
切
有
部
派
敏
團

と
の
親
密
さ
を
語

る
重

要
な
記
録
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
治

下
に
於

て
王
室

の
保
護

の
下
に
編
纂

さ
れ
た

と
傳

へ
ら
れ
る
大
毘
婆
沙
論
が
、

か
く
の
如
く
、

西
方

の
ペ
ル
シ
ア
的
宗

教
者

の
記
録
を
有
す

る
事

は
、
與
味
深
い
事

で
あ
る
。

カ

ニ
シ
カ
王

の
時
代
に
於
て
、

カ

シ
ユ
ミ
ラ
に
於

て
記
述
せ
ら
れ
た

マ
ガ
婆

羅

門

の
記
録
は
、

こ
れ
に
先
立

つ
時
代

の
も

の
と
し
て

チ
ベ
ッ
ト
課
大
藏
輕

の
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中
に
保
存
せ
ら
れ
る
業
施
設
論
 
(
K
a
r
m
a
-

p
r
a
j
n
a
p
t
i
,
 
L
a
s
 
g
d
a
g
s
 

p
a)

に

引

用
せ
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
が
あ
る
。
施
設
論
は
西
紀

前

二
世
紀
頃
迦
多
衛
尼

子

(
K
a
ty
a
y
a
n
i
p
u
t
r
a

)

の
作

つ
た
獲
智
論
と
並
ん
で
説

一
切
有
部
教
學
系
に

於
て
は
六
足
論

の
中

に
撒

へ
ら
れ
、
初
期
佛
教
思
想

の
究
明

の
上
に
重

要
な
意

義
を
有
す
る
論
書

の

一
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
漢
字
澤
と
し
て
は
チ

ベ
タ

ン

(
11

)

因
施
設
論

の
約
牛
量

が
存
す
る
だ
け
で
あ

つ
て
、
現
存
チ

ベ
ツ
ト
大
藏
経
中
に

は
世
間
施
設
論

・
因
施
設
論

・
業
施
設
論

の
三
部
門
が
牧

録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
の
申

に
引
用

せ
ら
れ
る
個
庭
は
次

の
文
で
あ
る
。

g
t
i
 
m
u
g
 
l
a
s
 
b
y
u
n
 
b
a
 
j
i
 
l
t
a
 
b
u
 

s
h
e

n
 
n
a
/

s
m
r
a
s
 
p
a
/
d
p
e
r
 
n
a
 
b
r
a
m
 
z
e
 
a
g
 
h
d
i
 
s
k
a
d
 
d
u
 
b
r
a
m
 
z
e
h
i
 
c
h
u
n

m
a
 
n
i
 
b
s
h
i
 
s
t
e
/
b
r
a
m
 
z
e
 
m
o
 
d
a
n
/
r
g
y
a
l
 
r
i
g
s
 
d
a
h
/
r
j
e
h
u

t
i
g
s
 
m
o
 
d
a
n
/
d
m
a
n
s
 
r
i
g
s
 
m
o
h
o
/
/
r
g
y
a
l
 
r
i
g
s
 
k
y
i
 
g
s
u
m
 
s
t
e
/

rg
y
a
l
 
r
i
g
s
 
m
o
 
d
a
n
/
r
j
e
h
u
 
r
i
g
s
 
m
o
 
d
a
n
/
d
m
a
n
s
 
r
i
g
s
 
m
o
h
o
/
/

r
j
e
h
u
 
r
i
g
s
 
k
y
i
 
n
i
 
g
n
i
s
 
t
e
/
r
j
e
h
u
 
r
i
g
s
 
d
a
n
/
d
m
a
n
s
 
r
i
g
s

m

o
h
o
/
/
d
m
a
n
s
 
r
i
g
s
 
k
y
i
 
n
i
 
g
e
i
g
 
s
t
e
/
d
m
a
n
s
 
r
i
g
s
 
m
o
h
o
 
s
h
e

z
e
r
 
b
a
 
l
t
a
 
b
u
 
d
a
n
/
n
u
b
 
p
h
y
o
g
s
 
n
a
 
b
r
a
m
 
m
c
h
u
 
s
k
y
e
s
 
s
h
e
s
 
b
y
a

b
a
 
d
a
g
 
y
o
d
 
d
e
/
d
e
 
d
a
g
 
h
d
i
 
s
k
a
d
 
d
u
/
g
a
n
 
m
a
 
h
a
m
/
b
u

m
o
 
h
a
m
/
s
r
i
n
 
m
o
 
h
a
m
/
y
a
n
 
n
a
 
m
d
s
a
h
 
d
a
n
/
g
n
e
n
 
d
a
n
/

rg
a
n
 
d
e
 
l
a
 
n
i
 
g
s
h
i
 
d
e
 
l
a
s
 
h
d
o
d
 
p
a
 
l
o
g
 
p
a
r
 
g
y
e
m
 
p
a
 
k
u
n
 
d
u
 
s
p
y
o

d

p
a
 
de
 
l
a
 
g
s
h
i
 
d
e
 
l
a
s
 
s
d
i
g
 
p
a
r
 
h
g
y
u
r
 
d
/
/

d
e
 
c
i
h
i
 
p
h
y
i
r
 
s
h
e
 
n
/

sm
r
a
 
p
a
/
b
u
d
 
m
e
d
 
n
i
 
h
b
r
a
s
 
c
h
a
n
 
b
t
s
o
s
 
h
d
r
a
 
s
t
e
/

d
p
e
r
 
n
a
 
h
b
r
a
s
 
c
h
a
n
 
b
t
s
o
s
 
p
a
 
h
d
i
 
s
t
e
/
l
o
n
s
 
s
p
h
y
a
d
 
p
a

b
y
a
 
b
a
h
i
 
r
g
y
u
 
y
i
n
 
p
a
 
b
s
h
i
n
 
d
u
/
b
u
d
 
m
e
d
 
k
y
a
n
 
h
d
i
 
l
t
a

ste
/

h
k
h
r
i
g
 
p
a
r
 
b
y
a
 
b
a
h
i
 
r
g
y
u
 
n
o
/
/
b
u
d
 
g
t
u
n
 
d
a

h
d
r
a
 
s
t
e
/
d
p
e
r
 
n
a
 
g
t
u
n
 
g
t
u
n
 
h
d
i
 
s
t
e
/
d
r
u

d
e
 b
s
h
i
n
 
d
u
 
b
u
d
 
m
e
d
 
h
d
l
 
l
t
a
 
s
t
e
/
h
k
h
r
r
i
g

r
g
y
u
 
y
i
n
 
n
o
/
/
b
u
 
m
e
d
 
l
a
m
 
d
a
n
 
s
t
e
/
p
e
r
 
l
a

h
d
i
 
l
t
a
 
s
t
e
/
h
o
n
 
b
a
 
d
a
n
 
h
g
r
o
 
b
a
r
 
b
y
a
 
b
a
h
i
 
d

b
s
h
i
n
 
d
u
/
b
u
d
 
m
e
d
 
n
i
 
h
g
i
 
s
t
e
/
h
k
h
r
i
g
 
b
a
h
i

y
i
n
 

n

o
/
/
b
u
d
 
m
e
d
 
n
i
 
c
h
u
 
k
l
u
n
 
g
i
 
c
h
u
 
s
t
e
/
d
p
r

n
a
 
c
h
u
 
k
l
u
n
 
g
i
 
c
h
u
 
k
h
a
 
h
d
i
 
s
t
e
/
h
k
h
r
u
s
 
p

b
y
a
 
b
a
h
i
 
r
g
y
u
 
y
u
 
y
i
n
 
b
s
h
i
n
 
d
e
/
b
u
d
 
s
t
e
/

h
k
h
r
i
g
 
p
a
r
 
b
y
a
 
b
a
h
i
 
r
g
y
u
 
n
o
/
/
b
u
d
 
m
e
d

h
b
r
a
s
 
b
u
 
d
a
n
 
h
d
r
a
 
s
t
e
/
d
p
e
r
 
t
o
g
 
h
b
r
a
s

h
d
i
 
l
t
a
 
s
t
e
/
l
o
n
s
 
s
p
h
y
o
d
 
p
a
r
 
b
a
h
i
 
b
s
h
i
n

d
u
 
b
u
d
 
m
e
d
 
h
d
i
 
l
t
a
 
s
t
e
/
h
k
h
r
i
g
 
b
a
h
i

sh
e
s
 
z
e
r
 
b
a
 
l
t
a
 
d
a
n
/
h
d
i
 
s
k
a
d
 
c
e
s
 
m
i

r
n
a
m
s
 
l
a
 
h
d
o
d
 
l
o
g
 
p
a
r
 
g
y
u
m
 
h
g
y
u
r
 

d
e

た
と

へ
ば
婆
羅
門
達
は
、
(
次

の
如
く
語
る
)
。
婆
羅
門

の
妻
は
四
な
り
、

婆
羅
門
女
と
刹
帝
利
女

と
吠
舎

女

と

戊
陀
羅

女

と

で

あ

る
。
刹
帝
利

の

(妻
)
は
三
な
り
、
刹
帝
利
女

と
吠
舎
女

と
戊
陀
羅

女
と
で
あ
る
。
吠
舎

の

(妻
)
は

二
な
り
、
吠
舎

女
と
戌
陀
羅
女
と

で
あ
る
。
陀
羅
陀

の

(妻

)

は

一
な
り
、
戌
陀
羅
女

で
あ

る
と
語

る
が
如
し
。

ま
た
西
方
の
婆
羅
門

マ
ガ

(
b
r
a
m
-
z
e
 
m
c
h
u
-

s
)

と
云

へ
る
も

の

あ
り
。
彼
等
は
次

の
如
く
語
る
。
母
或
は
童
女
或
は
妹
或
は
妻
或
は
姑
或

は
娩
に
封
し
て
淫
欲
に
於

て
邪
行
を
行
ず
る
も
、
彼
は

こ
の
事
よ
り
罪
と

な
る

こ
と
無
し
。
所
以
如
何

と
な
れ
ば
、
(
一
切

の
)
女
入

は

調
理

せ
ら

れ
た
食
糧

と
同
じ

で
あ
る
。
例

へ
ば
調
理
せ
ら
れ
た
食
糧
は
受
用
せ
ら
る

る
因
な
る
が
如

し
。
(
一
切

の
)
女
人
は
か
く

の
如
く
し
て
淫
欲

せ

ら

る

業
施

設
論

に
引
用
せ
ら
れ
た
る

マ
ガ
婆

羅
門
に

つ
い
て
 
(
春
日
井
)
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難
施
設
論

に
引
用
せ
ら
れ
た
る

マ
ガ
婆
羅
門
に

つ
い
て
 
(
春
日
井
)

る
因
な

り
。

(
一
切

の
)
女
人
は
日
出
同
じ
で
あ

る
。
例

へ
ば

臼

は
衝
撃

の
因
な

る
が
如

し
ゅ
(
一
切

の
)
女
人
は
か
く
の
如
く
し

て
淫
欲

せ

ら

る

る
因
な
り
。

(
一
切

の
)
女
人
は
道
路
と
同
じ
で
あ

る
。
例

へ
ば

道
路
は

來
往

の
因
な

る
が
如

し
。
(
一
切

の
)
女
人
は
か
く

の
如

く

し

て
淫
欲
せ

ら
る
る
因
な
り
。

(
一
切

の
)
女
入
は
河

の
水

と
同
じ

で
あ

る
。

た
と

へ

ば

河
の
水

は
沐

浴

の
爲
に
集
蓄

せ
ら
れ
る
因
な
る

が

如

し
。
(
一
切

の
)
.

女
人
は
か
く

の
如
く
淫

欲
せ
ら
る
る
因

な

り
。

(
一
切

の
)

女
人

は
華
果

と
同
じ
で
あ
る
。

た
と

へ
ば
華
・果

は
食

用
に
供
さ
、れ
る

も

の
な

の

で
あ

る
。

(
一
切

の
)
女
入
は
同
檬
に
し
て
淫
欲
せ
ら
る
る
因

で
あ

る

と
見
る

べ
き
で
あ
る
。

叉
次

の
檬
に
も

(
云
は
れ
る
こ
と
が
)
あ
る
。

諸

々
の
人

に
饗
し
て
淫
欲
に
於
て
邪
行
を
行
ず
る
も

(
罪

と
な
る
こ
と
は
)
な

い
。

以

上
の
文
を
大
毘
婆
沙
論
と
比
較

し
て
見

る
と
き
同

一
の
事
實

を
傳

へ
る
も

の
と
見
る
事
が
出
來
る
。

か
く

の
如

く
す

る
な
ら
ば
、

西
紀
前

二
世
紀
前
後
頃

(
12
)

に
西
北
印
度
に
於

て
ペ
ル
シ
ア
的
宗

教
者

と
の
交
渉
接
鯛

の
も
と
に
欲
邪
行
を

貧

・
瞑

・
痴

の
三
毒
所
生
と
見
る
哲
學
的
分
析

の
論
擦

に
立

つ
て
、
肚
大
な
読

一
切
有
部
教
學
と

い
ふ
佛
教
的
圭
張

の
理
論
膿
系

が
構
成
せ
ら
れ
る
肚
會
背
景

の
歴
史
的
現
實
を
知

る
事
が
出
來
る
。

そ

の
立
場

か
ら
見
る

と
こ
こ
に
引

い
た

全
文
は
痴
所
生

の
も

の
と
爲
し

て
ゐ
る

こ
と

の
當
否

は
別
と
し
て
西
紀
前

二
世

紀

の
西
北
イ

ソ
ド
肚

會
に
於
け

る
異
民
族

で
あ
る

シ
ヤ

カ

族

(S
a
k
a)
叉
び

パ
ブ
ラ
プ

(
P
a
h
l
a
v
a
)
の
指
導
力

の
中
心
と
な

つ
た

ク
シ
ヤ
ト
ラ
バ

(
K
s
a
t
-

r
ap
a)
の
文
化
的
な
役
割
を
察
知
す
る
事
が
出
る
事
と
な
る
。

年
代
的
に
云

へ
ば

ブ
ラ

ア
テ
ス
ニ
世
 
(
Ph
r
a
t
e
s
 

I
1)
が

シ
ヤ
カ
族

と
の
職

孚
に
よ
る
職
死

(
前

三
二
八
-

三

一
入
)
、
ア

ル
タ
バ

ヌ
ス

(
A
r
t
a
b
a
n
u
s

)
の

殺
害

(
一
前

二
八
-

三

一三
)
な
ど

の
事
件

の
あ

と
、

ト
リ
ダ

テ

ス

(
M
i
t
-

h
r
i
d
a
t
e

s
)

の
治
世

(
前

三

一
三

入
入
)
を
機

と
し
て
、

シ
ヤ
カ
族

と
パ
フ

ラ
バ
と
の
混
清
が
生
じ
る
。

か
か
る

二
系
統

の
文
化

の
交
流

の
中

に
箪

に
政
治

史
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
幾
多

の
文
化
史
的
な
諸
問
題
が
内
藏

せ
ら
れ
て
ゐ
る

事
に
な
る
。

三

業
施
設
論

が

「
西
方

の
婆
羅

門

マ
ガ
」
(
n
u
b
 
p
h
y
o
g
s
 
n
a
 
b
r
a
m
 
z
e

m
c
h
u
 
s
k
y
e
s

)

の
所
読

と
し
て
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
他
に
次

の

一
節

が
あ
る
。

n
u
b
 
p
h
y
o
g
s
 
n
a
 
b
r
a
m
 
z
e
 
m
c
h
u
 
s
k
y
e
s
 
b
y
a
 
b
a
 
d
a
g
 
y
o
d

d
e
/
d
e
 
d
a
g
 
n
i
 
n
d
i
 
s
k
a
d
 
d
u
/
g
a
n
 
p
h
a
 
h
a
m
/
m
a
 
h
a
m
/
p
h
u
 
n
u

p
o
 
h
a
m
/
s
r
i
n
 
m
o
 
h
a
m
/
m
d
s
a
h
 
b
o
 
d
a
n
/
g
n
e
n
 
d
a
n
/
r
g
a
n
 
r
a
b
s

g
a
n
 
y
a
n
 
r
u
n
 
b
a
 
n
a
d
 
k
y
i
s
 
t
h
e
b
s
 
t
e
/
s
d
u
g
 
b
s
n
a
l
 
s
h
i
n
 
n
a
d
 

t
s
h
a
b
s

c
h
e
 
b
a
h
 
s
r
o
g
 
g
c
h
o
d
 
p
a
 
l
a
 
n
i
 
b
s
o
d
 
n
a
m
s
 
m
a
n
 
p
o
 
h
p
h
e
l
 
b
a

g

h
g
y
u
r
 
r
o
/
/

西
方

の
婆
羅

門

マ
ガ
と
云

へ
る
も

の
あ
り
。
彼
等

は
次

の
如

く

語

る
。

父

・
母

・
兄
弟

・
姉
妹

・
親
友

・
親
戚

・
長
老
な
ど

の
病
に
苦
し
み

て

悩

み
甚

だ
し
き

と
き
生
命
を
断

つ
は
多
幅
を
増
長
す

る
も

の
と
な
る

で
あ
ら

う
。

こ
れ
は
ま
た
大
毘
婆

沙
論

第

一
三

ハ
に
出
つ
る
と
こ
ろ
の

叉
、

此

の
西
方
に
蔑
戻

車
有

り
、
名
け

て
目
迦
と
日
ひ
、
是

の
如
き
見

を

起

し
是

の
如
き
論
を
立

つ
。
「
父
母
の
老
衰

せ

る

と
、

及
び
病
疾
遭

に

へ

る
と
を
若
し
能
く
殺
す
も

の
は
、
幅
を
得
る
も
罪
は
無
し
。
」

と
圭
張
す
る
も

の
と
同
じ
も

の
で
あ
る
。
業
施
設
論

の
後
牛
は
引

用
を
省

略
し

た
が
文
中

の
意
は
少
し
婆
沙
論
と
は

一
致

せ
な

い
も

の
が
あ
る
。
婆
沙

論

で
は

そ

の
圭
張
は
次

の
如

く
な

つ
て
ゐ
る
。

所
以
は
何
ん
。
夫

れ
衰

老
す
る
者
は
諸
根

は
朽
敗

し
て
飲
食
す
為

こ
と
能

ね
ず
。
若

し
死
し
て
更
に
新
鯵

の
諸
根
を

得

せ
ば
、

新

し

き

媛
乳
を
歓
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む
ひ
若
し
疲
疾
に
遭

は
ば
多

く
苦
憶
を
受
く
る
も
死
す
れ
ば
便
ち
解
腕
す

る
が
故

に
殺
す
も
罪

無
し
。

こ
の
事
は
宗
教
的
な
安
佳
感

か
ら
肉
膿
の
安
樂
死
を
肯
定
す

る
立
場
を
取
る
も

の
で
あ
つ
て
、
読

一
切
有

部
教
學

の
立
場

か
ら
は

こ
れ
を
痴
所

生
と
爲
し
て
ゐ

る
と
こ
ろ

に
、
佛
教
的
圭
張

の
明
瞭
性

を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

さ
て
先

に
關
読
し
た
如
く
業
施
設
論
が

[
西
方

の
婆
羅

(
n
u
b
 
p
h

y
o
g
s
 
n
a
 
b
r
a
m
 
z
e
 
m
c
h
u
 
s
k
y
e
s

)

と
し
て
引

用
す

る
と

こ

ろ

は
、

婆
沙

論
に
於

て
は

一
致
し
て

「
西
方
に
蔑
戻

車
あ
り
、

名
け
て
目
迦

と
日
ふ
」
と
な

(
13
)

(
14
)

し
、
玄
笑
謬

に
於
て
は
倶
舎

論
及
び

順
正
理
論

は

倶

に

「
諸
外
道

」
と

な

し

て
、
「
母
等
に
於
て
非
梵

行
を
行
ず

」
と
云
ふ
読
と
は
別
読
と
し
て
ゐ
る
。

順
正
理
論

は

世
親

と

同
時
代

の

カ

シ

ユ
ミ

ラ

の

論
師
悟

入

(塞
建
地
羅

S
k
a
n
d
h
i
l
a

)

の
弟
子

に
當
る
衆
賢

(
S
a
n
g
h
a
b
h
a
d
r
a

)
が

倶
舎
論

に
反
駁

の
立
場
で
書

い
た
倶
舎
雷
論

の
事

で
あ
る
か
ら
、
玄
斐

の
謬
場

の
立
場
を
除
外

し
て
考

へ
る

と
き
、

順
正
理
論
に
も
同
様
に

「
諸
外
道
」

と
し
て
引

用
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
事
は
興
味
が
あ
る
。

ま
た
眞
諦
課
倶
舎
論
は

「
女
人
は
臼
・

花
・

(
15
)

菓

・
熟
食

・
水
渚

・
道
路
等

の
如

し
」

と
云
ふ
読

の
み
頻
那
桐

(
B
i
n
a
k
a
?

)

外
道

と
爲
し

て
別
と
爲
し

て
ゐ

る
。

こ

れ

は

大

唐

西

域

記

に

云

ふ
提

那
蹟

(D
i
n
a
b
h
a
?

)
外
道
と
同

一
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
し
て
、

マ
ガ
婆
羅
門
に
關
す
る
記
事

は
佛
教
側
資
料

に
よ
る
か

ぎ
り
業
施
設
論
よ
り
大
毘
婆
沙
論
を
経

て
倶
舎
論

に
至
る
時
代
的
な

ス

ー

ス

を
持
つ
て
考
察
す
る
事
が
出
來
る
事

に
な
る
。

そ
し
て
そ
の
上
限

を
大
豊
西
紀

前

二
世
紀
前
後
と
す
る
な
ら
ば
、

太
陽
信
仰
に
關
す

る
特
殊
な
記
事
を
傳

へ
る

黙

で
注
意
せ

ら
れ
る
ブ

ハ
ヴ

ィ

シ
ゴ
ヤ

・
プ

ラ

ー

ナ

B
h
a
v
i
s
y
a
p
u
r
a
n
a

に

引

用
せ
ら
れ
る

マ
ガ
婆
羅
門

の
記
述
を
槍
討
す

べ
き
こ
と
に
な

る
。

こ

の
プ

ラ

ー
ナ
は
十
入
を
籔

へ
る
大
プ

ラ
ー
ナ

(M
a
h
a
p
u
r
a
n
a

)

の

一
部

に
屡
し
、

成

立
史
的

に
云

っ
て
甚
だ
古

い
も

の
と
は
云
ひ
難

い
の
で
あ
る

が
、

こ
の
ブ

ハ
ヴ

ィ
シ

ュ
ヤ

・
プ
ラ
ー
ナ
の
作
製

の
時
代
に

マ
ガ
婆
羅
門

の
居
住
し

て
ゐ
た
地
域

は
、

イ

ソ
ド
的
用
語

に
於

て
中
國
と
も
云
ふ

べ
き
ジ

ャ
ム
ブ
ド
ヴ

イ
ー
パ
で
は

な
く

て
、

シ
ヤ

ヵ
族
印

ち

S
a
k
a
i
,
 
S
a
c
a
e
 

の
名

で
知
ら

れ
た
北
方
民
族

の
擾

息
し

て
ゐ
た
塞
外
的
な
邊
土

に
當

つ
て
ゐ
る
事
は
興
味
あ
る
事

で
あ
る
。

ア

シ

ヨ
カ
王

の
後
に
佛
教
欧
部
派
時
代

に
入
る

の
で
あ
る
が
、

か
か
る
邊
域

に
於

て

接
隅
を
保

つ
に

至
つ
た
異

民
族

の
宗
教

に
鞠
す
る
新
鮮
な
反
懸

を
示
し

つ
つ
そ

の
異
質
文
化
に
封
す
る
理
解
を
示
し

て
ゐ
る
事
は
注
意
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

玄
装
謬
倶
舎
論
が

「諸

の
梵
志

の
牛
祠

の
中

に
て
諸

の
女
男

の
、
牛
禁

を
受
持
し

て
水
を
吸
ひ
、
草
を
羅

み
て
、
或
は
佳
し
、

或
は
行
じ
、

親
疎

を
棟

ば
ず

し
て
、
随

つ
て
遇
ひ
、
随

つ
て
合

ふ
こ
と
有
る
を
讃
ず
る
が
如
し
」
と
云

ふ
う
ち
、
諸

の
梵
志

の
牛

祠
は
眞
諦
課

に
於

て
は
「
羅
娑
婆
祠

の
中
に
於
て
」

と
爲
し
て
ゐ
る
。
「
水
を
吸
ひ
草
を
鶴

み
」
と
云

ふ
項
目
は
爾
繹

と
も

に

存
す

る
が
、

「牛
禁

を
受
持
し
」
は
玄
漢
澤

に
の
み
見
え
る
と
こ
ろ

で

あ

る
。

こ
の

二
つ
の
項
目
が
イ
ラ
ソ
的
宗
教
文
化
と

の
封
比
に
よ
つ
て
如

何
に
解
す

べ
き
で

あ
る
か
は
今
後

の
精
研
を
期
し
た

い
。

四

足
利
博
士
が
ブ

ハ
ヴ

ィ
シ
ュ
ヤ

・
プ

ラ
ー
ナ
の
上
に
追
求
せ
ら
れ
た

マ
ガ
婆

羅

門

の
宗
教

に
つ
い
て
は
、
決

し
て
純
粋
な
る
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
そ

の
も

の
で

な

い
こ
と
を
示
し

て
ゐ
る
。

そ
こ
に
は
プ

ラ
ー
ナ
の
成
立
背
景

の
う
ち
に

ペ
ル

シ
ア
宗
教

の
諸
要
素

の
流
入
を
謹
擦
づ

け
る
有
力
な
手
が

か
り
が
與

へ
ら
れ
て

ゐ
る
。

こ
の
プ
ラ
ー
ナ
に
於
け
る

マ
ガ

(
m
a
g
a)

等

の
文
字

が
ア
ヴ

エ
ス
タ

経
典
中
に
在
る
語
彙

に
湖
り
得
る
も

の
で
あ

つ
て
も
、

極

め
て
新
ら
し

い
意
味

を
持

つ
て
解
す

べ
き
も

の
で
あ
る
事
が
指
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
け

れ
ど
も
ブ

ハ

ヴ

ィ
シ
ュ
ヤ

・
プ
ラ
ー
ナ
に
見
え
る

マ
ガ
婆
羅

門
は
種

ー
の
黙

で
ペ
ル
シ
ア
的

業
施
設
論
に
引
用
せ
ら
れ
た

る

マ
ガ
婆

羅
門

に

つ
い
て
 
(
春

日
井
)
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業
施
設
論

に
引
用
せ
ら
れ
た
る

マ
ガ
婆
羅
門
に

つ
い
て
 
(
春

日
井
)

宗
教
者
た
る

こ
と
を
肯
定
せ
し
め
る
も

の
で
は
あ

る
が
、

正
確

に
云
ふ
な
ら
ば

こ
の
プ

ラ

ナ
の
読
話

の
有
す
る
文
化
史
的
な
背
景

か
ら
云
つ
て
、
寧
ろ
西
紀

五

・
六
世
紀
頃

の
西
北
印
度
に
在
住
し
た

ミ
ス
ラ
信

仰
に
關
す
る
祭
司
階
級
で

あ
つ
た
も

の
と
見
る
の
が
要
當
な
事
に
な
る
。

業
施
設

論
よ
り
大
毘
婆
沙
論
に

亘
つ
て
傳

へ
ら
れ
る

マ
ガ
婆
羅
門

の
記
録
が
固
形
的

で
あ

る
の
に
反
し

て
、
倶

舎
論

の
成
立
し
た
ガ
ソ
ダ

ー
ラ
が

イ
ン
ド
内
地
と
西
部

ア
ジ
ア
と
の
交
通

の
要

路
に
當

つ
た
關

係
上
か
ら
、

そ

の
爾
課
を
通
じ
て
知

ら
れ
る
事
實

に
は
所
謂

マ

ガ
婆
羅
門
に
關
す

る
新
ら
し

い
諸
相
を
附
加
し
て
ゐ
る
と
見

る
事

が
出
來
る
。

そ
の
宗
教
儀
式

を
行

ふ
牛
祠

の
中

で

「
水
を
吸
ひ
草

を
翼

み
」

と
云
ふ
の
は
、

や
は
り

こ
の
相

を
語
る
も

の
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

倶
舎
論
で
は
彼
等

「
西
方

の
婆
羅

門

マ
ガ
」
が
特

に
太
陽

の
像
を
崇
拝
す
る

に
至

つ
た
事
實

を
傳

へ
て
は
居
ら
な

い
が
、

業
施
設

論
と
大
毘
婆
沙
論

の
爾
者

に
於

て
固
定
し
て
ゐ
た
記
述
が
、

倶
舎
論
に
至

つ
て
著
る
し
く
流
動

し
て
仕
舞

つ
て
ゐ
る
黙

に
、

マ
ガ
婆
羅
門
が

ガ

ン
ダ

ー
ラ
地
方
に
於
け
る
、

ス
ラ
信
仰

の

影
響

の
下
に
攣
貌

し
て
ゆ
く
輕
過
を
見
る
事
が
出
來
る
。

ガ
ン
ダ

ー
ラ
地
方

に

於
け
る

ミ
ス
ラ
信
仰
を
傳

へ
る
佛
教
資
料

に
つ
い
て
は
後
読
を
期
し
た

い
。

(
丈
部
省
科
學
薪
究
費

に
ょ
る
各
個
研
究

の

一
部

で
あ

る
。
)

1
 

大
正

・

N
o
.
 
2
0
8

7
.
 
v
o
l
.
 

5
1
.
 
p

9
3
8
a
.

2
 

世
界
聖
典
全
集
、

波
斯
教
、

ア
ゴ

ス
タ
経

(上
)
p
.
 
6
2
.

3
 

カ

ニ
シ
カ
王

の
年
代
に

つ
い
て
は
、

足
利
惇

氏
博
士
説
A

D
七
八

一

二
〇
、
ギ

ル
シ

ュ
マ
ン
説
A
D

一
四
三

一
五
二
、

ア

ッ
カ

ン
説
A
D

一

四
〇
ー

一
七
〇
。

4
 

大
正
・
N
o
.
 15
5
9
 v
o
l
.
 

29
.
 
p

2
4
1
b
.

5
 

大
正
 
N
O
.
 
1
5
5
9
 v
o
l
.
 
29
.
 p
.
 
8
5
b
.

6
 

足
利
惇

氏
博

士
-

印
度
パ

ル
シ
ー
族
と
そ

の
習
俗
p
.
 3
4
.

7
 
R
a
j
a
t
a
r
a
n
g
i
n
i
 

I
.
 
3
0
6
-3
0
9
.
 
足
利
惇

氏
博
士
-

マ
ガ
婆

羅
門

に
つ

い
て
、
印
度
學
佛
教
學
研
究
第

二
巻
第

一
號

p
.
 92
.

8
 

世
親

の
年
代

に
つ
い
て
は
、
高
楠
読
A
D

四
二
〇
-

五
〇
〇
、
荻
原

説

A

D
三

九
〇

四
七
〇
、

椎
尾

説
A
D
二
七
〇

三
五
〇
、

宇
井

読
A
D

三
二
〇

四
〇
〇
、
N
.
 
P
e
r
i
 
A

D
三
五
〇
残
、
V
.
A
.
S
m
ith
 説
A

D
二
八
○

三
六
〇
、
な
ど
。
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
氏
の
世
親
年
代
論
ー
櫻

部
・建
氏

(
印
度
學
・佛
教
學
研
究
第

一
巻
第

一
號
)

p
p
.
 20
2
-
2
0
8
。

9
 

大
正

・
N
o
.
 
1
5

5
4
.
 v
o
l
.
 

2
7
.
 
p
.
 
6
0
6

a

10
 

こ
の
佛
骨
寵

は
手
近
か
な
竜

の
で
は
、
高

田
修
氏

印
度

南
海

の
佛
教

美
術
、

圖
版
N
o
l
.
 
8
 

(
p
.
 
3
)

に
鴬
眞
が
あ
る
。

11
 

東
北
大
學
-

西
藏

大
藏

経
総

目
録
N

o
.
 
4
0
8
6
,
 
N
o
.
 
4
0
8
8

な
お
こ
れ
は
デ

ン
カ
ル

マ
目
録

に
も
存
す

る
N

o
.
 27
5
,
 
N
o
.
 

2
7
6
,
 
N
o
.

2
7
7
.
 
施
設
論

に
つ

い
て
は
山

口
盆

・
春

日
井
眞
也
ー

施
設
論

孜
 
(
東
洋
學

論
叢
所
牧
)
参
照
。

12
 

大
毘
婆
沙
論
巻
第

三
ハ

(
大
正
N

o
.
 1
5
45
,
 vo
l
.
 
2
7
.
 
p
.
 
6
0
5
c)

に
は
初
期
佛
教

に
於

け
る
哲
學
釣
分
析

の

一
相
と
し

て

「
契
纏
及
び
施
設

論
は
皆
、

是

の
読
を
作
す
、

断
生
命
乃
至
邪
見

に
皆

三
種
有

り
。

一
に
は

貧

よ
り
生
ず

る
電

の
、
二
に
は
瞑
よ
り
生
ず

る
竜
の
、
三

に
は
痴
よ

り
生

ず

る
竜

の
な
り
」

と
出
し

て

い
る
。
十
不
善
業
道
が
貧

瞑
痴

よ
り
生
ず
と

な
す
契
経

と
は
難

阿
含

二
七

(
大
正

・
v
o
l
.
 
2
.
 
p

2
7
4
b)
で
あ
る
。

13
 

大
正

・
N
o
.
 
15
5
9
 
v
o
l
.
 

2
9
p
.
 
8
5
b

14
 

大
正

・
N
o
.
 
1
5
62
 v
o
l
.
 
2
9
p
.
 
5
7
7
a
.

15
 

プ

ー
サ

ン
教
授

の
佛

課
倶
舎
論

に
於

て
は
、

こ
の
個
腱
は
眞
諦
課

に
ょ

っ
て
頻
那
何

(
B
h
i
n
n
a
k
a

)

外
道

を
註
記
し
て

い
る
が
、

西
域
記

の
提

那
蹟
外
道
に

っ
い
て
拡
關
説
す

る
と

こ
ろ
は
な

か
。
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